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評価結果の総合所見 

本課題は米タンパク質由来ペプチドを関与成分とする機能性表示食品を開発するものである。 

概ね目標を達成し、次の研究開発フェーズに進むための成果が得られた。 

米タンパク質の消化物に見出した抗うつ作用などを有するペプチドを、現代社会における健康

社会に貢献する食品添加剤としての社会実装への可能性を明確にした。特に抗うつ様ペプチドの腸

-脳連関による意欲増進としての作用メカニズムの解明やヒト介入試験などは計画通りに検討が行

われ、目標を達成したことは高く評価できる。さらにペプチド素材の実機での安定的な製造方法を

確立し、ペプチドの販売価格も目標通りとなり、企業化に向けた可能性は高い。 

以上 


